
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ キャリア教育の必要性と課題 

（１）キャリア教育の必要性 

   平成 23 年１月の中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育

の在り方について」において，キャリア教育について次のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年に告示された小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領並びに平成 30

年に告示された高等学校学習指導要領では，改めて「キャリア教育」という言葉を用

いてその充実を図ることが明記された。 

こうした学習指導要領等の趣旨を踏まえ，各学校においては児童生徒に学校で学ぶ

ことと社会との接続を意識させ，一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤

となる資質・能力を育み，キャリア発達を促すキャリア教育の充実を図ることが必要

である。 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育を効果的に展開していくためには，特別活動の学級活動を要としなが

ら，総合的な学習の時間や学校行事，道徳科や各教科における学習，個別指導として

の教育相談等の機会を生かしつつ，学校の教育活動全体を通じて必要な資質・能力の

育成を図っていく取組が重要になる。 

（２）キャリア教育を取り巻く課題 

   学校教育においては，キャリア教育の理念が浸透してきている一方で，これまで学

校の教育活動全体で行うとされてきた意図が十分に理解されず，指導場面が曖昧にさ

キャリア教育とは，「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力

や態度を育てることを通して，キャリア発達を促す教育」と定義されている。 

 キャリア教育は，キャリアが子供・若者の発達の段階やその発達課題の達成と深く関

わりながら段階を追って発達していくことを踏まえ，幼児期の教育から高等教育に至る

まで体系的に進めることが必要である。その中心として，「基礎的・汎用的能力」を子

供たちに確実に育成していくことが求められる。また，その育成に向けて，「社会に開

かれた教育課程」の視点から，社会・職業との関連を重視し，実践的・体験的な活動を

一層充実していくことが必要である。 

 

キャリア教育 

第４章 教育活動の推進 

@：ぴｋｊｈｇｂｆｒｖｂ/活動の推進 

 

 人が，生涯の中で様々な役割を果たす過程で，自らの役割の価値や自分と役割との

関係を見いだしていく連なりや積み重ねが，「キャリア」の意味するところである。

このキャリアは，ある年齢に達すると自然に獲得されるものではなく，子ども・若者

の発達の段階や発達課題の達成と深くかかわりながら段階を追って発達していくもの

である。また，その発達を促すには，外部からの組織的・体系的な働きかけが不可欠

であり，学校教育では，社会人・職業人として自立していくために必要な基盤となる

能力や態度を育成することを通じて，一人一人の発達を促していくことが必要である。 

生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的自立

に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動

を要としつつ各教科等の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。 

その中で，生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう，

学校の教育活動全体を通じ，組織的かつ計画的な進路指導を行うこと。 

［中学校学習指導要領（平成 29 年） 第１章 総則 第４の１（３）] 



ア 組織的・計画的に 
教育課程に位置付け，関連する諸活動を体系化し，学校の教育活動全体を

通して進める。 
イ 系統的・発展的に 

幼児児童生徒の発達段階を踏まえ，キャリア発達にかかわる能力・態度の
到達目標を明確にし，取組の適時性や系統性・発展性に配慮して進める。 

ウ 個に応じて 
幼児児童生徒一人一人のキャリア発達の状況を的確に把握し，個人差に留

意しながら進める。 
エ 連携・協力して 

家庭，地域社会，企業，関係機関等の理解を得て，その資源を有効に活用
して進める。 

オ 実践的・体験的な学習活動を通して 
働くこととの接点を広げる実践的・体験的な学習活動を多面的に展開し，

経済社会，職業や仕事についての具体的で現実的な理解を深めながら進める。 

れてしまい，狭義の意味での「進路指導」と混同されてしまった面もあったのではな

いかといった指摘や，また，広島県においては，各教科等の学びが社会生活とどのよ

うにつながっているのか児童が実感できていないことや，職場体験活動で育成を目指

す資質・能力が受入れ先の事業所等と共有できていないのではないかという声も聞か

れている。 

 小学校，小学部 中学校，中学部及び高等学校 

学習指導要領で述
べられているキャリ
ア教育における課題 
 

〇 狭義の「進路指導」との混同によ
り，特に特別活動において進路に関
連する内容が存在しないため，キャ
リア教育が体系的に行われてこなか
ったのではないか。 

〇 また，将来の夢を描くことばかり
に力点が置かれ，「働くこと」の現
実や必要な資質・能力の育成につな
げていく指導が軽視されていたりす
るのではないか。 

【参考：小学校学習指導要領解説 総則編 

平成 29 年７月 文部科学省】 

※特別支援学校小学部も同旨 

〇 狭義の意味での「進路指導」と混
同され，「働くこと」の現実や必要
な資質・能力の育成につなげていく
指導が軽視されていたりするのでは
ないか。 

 
 
 
 
 
【参考：小学校学習指導要領解説 総則編 

平成 29 年７月 文部科学省】 

※高等学校及び特別支援学校中学部も同旨 

広島県のキャリ教
育における課題（広

島県教育委員会「キャ

リア教育の充実に向け

たアンケート」 令和２

年１月実施） 

〇 「社会に開かれた教育課程」の視
点を踏まえ，教科の学びが世の中と
つながっていることを児童が実感で
きていないのではないか。 

〇 職場体験活動を実施する際に，学
校教育が育成を目指す資質・能力を
受入れ先の事業所等と十分な共有が
必要ではないか。 

    

２ キャリア教育の進め方 

学校教育において，学校の教育活動全体を通じて行うキャリア教育を効果的に進め

ていくためには，上記の課題を踏まえ，校長のリーダーシップのもと，進路指導主事

やキャリア教育担当教師を中心とした校内の組織体制を整備し，学年や学校全体の教

師が共通の認識に立って指導計画の作成に当たるなど，それぞれの役割・立場におい

て協力して指導に当たることが必要である。 

また，特別活動の学級（ホームルーム）活動を要としながら，総合的な学習（探究）

の時間や学校行事，道徳科や各教科・科目における学習，個別指導としての教育相談

等の機会を生かしつつ，学校の教育活動全体を通じて必要な資質・能力の育成を図っ

ていく取組が重要である。 

キャリア教育を進めるに当たっては，次の点に留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
キャリア教育の進め方についての実践事例は，「キャリア教育実践の手引き」（広島県教育委員会）を参照 



３ キャリア教育を推進するための具体的な取組 

今日の急激な社会変化や幼児児童生徒の発達上の課題を考えると，発達段階に応じた

地道な取組を積み上げ，働くこと・生きることへの意欲や前向きな態度，自立意識や目

的意識等を培い，社会人・職業人として必要な基礎的・基本的な資質や能力を身に付け

させることが極めて重要であるといえる。 

その際，「卒業時点でできるようになってほしいこと」として，「基礎的・汎用的能

力」を基に，キャリア教育を通して身に付けさせたい力を具体的に設定することが必要

である。また，新学習指導要領が示す「社会に開かれた教育課程」の視点を踏まえ，例

えば，教科の学びが世の中とつながっていることを児童生徒が実感できるよう，産業界

等と連携・協力した取組（外部講師による「出前授業」の実施等）の充実を図ることが

重要である。 

なお，広島県では，これからの社会で活躍していく子供たちに，15歳の段階で，特に

身に付けさせたい「力」を次のように示したところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

本県においては，現在，次のような内容に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校外の教育資源を活用したシステムづくり 

 
■ 中学校における職場体験活動 

○ 実施内容 

・ ５日間以上の職場体験の実施 

・ 職場体験を推進するためのシステムづくり 

 ・ キャリア・アドバイザーの活用 など 

 

○ 主な成果 

・ 働くことの尊さや仕事に対する誇り，世の中での役割等の認識が深まった。 

・ 学校で学んでいることの大切さに気付くとともに，学校の中で自分の役割を責任をもって果たそ

うとする姿が見られるようになった。 

・ 職場で体験したことを家庭で話すことが多くなり，保護者にとってもコミュニケーションを図る

よい機会になった。 

・  域内で働く大人と直接出会うことで，働くことの意義だけでなく学び続けることの大切さに気付

く機会となった。 

 

○ 今後の取組のポイント 

「基礎的・汎用的能力」を踏まえ，キャリア教育を通じて自校が育成を目指す資質・能力を職場体

験先の事業所等としっかり共有し，５日間の職場体験学習の充実を図る。 

 

「教育長メッセージ」（令和元年12月）より 

〔広島県の15歳の生徒に付けさせたい力〕 

自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる力 

   

自己を認識する…………自分の性格や得意なこと，興味・関心を持っていることなど， 

“自分自身”を理解すること 

自分の人生を選択する…自分の将来の夢や目標，自分がやるべきことなどを，自分自身で

しっかりと考え，自分で選ぶ（決める）こと 

表現する…………………自分自身のこと，自分の考えや思いを，相手に理解してもらえる

ように，工夫しながら伝えること 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ キャリア教育の視点に立った進路指導の充実 

進路指導は，生徒が自らの生き方を考え，将来に対する目的意識をもち，自らの意思

と責任で進路を選択決定する能力・態度を身に付けることができるよう指導・援助する

生き方の指導であり，キャリア教育の中核をなしている。 

（１）生徒一人一人の心に寄り添う進路指導の在り方 

生徒一人一人が自分の個性や適性を理解し，将来の夢や職業を思い描きながら主体

的に進路を選択していくために，教職員は生徒の発達段階の特徴を十分に理解する必

要がある。生徒の変容を敏感に感じ取り，生徒が抱える不安や悩みなどを積極的に受

け止め，生徒理解を深めながら，キャリア教育の視点に立って指導・援助することが

重要である。そのため，各学校においては，学校の教育活動全体を通じて，入学から

卒業まで，系統的，計画的，組織的に進路指導を推進していく必要がある。 

（２）組織的な進路指導の推進 

学校の教育活動全体を通じて，進路指導を効果的に進めるためには，進路指導主事

を中心とした進路指導部を校務運営組織に位置付け，組織的な進路指導体制を確立す

ることが必要である。進路指導主事は，自らの職務を自覚し，校長の方針の下，各主

任，学級担任等と連携を密にし，リーダーシップを発揮して進路指導部を機能させ，

組織的な進路指導を実施できるよう，マネジメントする必要がある。 

（３）キャリア・カウンセリングの充実 

キャリア・カウンセリングとは，生徒が自らの意思と責任で進路を選択できるよう

に，個別又はグループ別に行う指導・援助であり，これを充実させるためには，日頃

から生徒の様子を観察し，一人一人の考えを受け止めて，生徒との信頼関係をつくる

発達の段階に応じた系統的なキャリア教育の推進 

■ わたしのキャリアノート～夢のスケッチブック 

 キャリア教育を充実させるためには，小学校，中学校，高等学校等が組織的・系統的に，児童生徒

一人一人のキャリア発達を促進させる取組を推進することが必要である。そのため，県教育委員会で

は「わたしのキャリアノート～夢のスケッチブック」を作成し，平成20年12月に全公立学校に配付し

た。平成21年度から県内の全公立学校で活用している。 

 

○ キャリアノートの持ち上がりについて 

・ 小学校から，中学校へキャリアノートを持ち上がる予定の学校割合・・・92.3％ 

・ 中学校から，高等学校へキャリアノートを持ち上がる予定の学校割合・・・99.1％ 

（平成 31 年２月 県教育委員会とりまとめ） 

・ 高等学校が，中学校（中学生）からキャリアノートを受け取った割合・・・71.3％ 

（令和元年６月 県教育委員会調査） 

○ 「キャリア・パスポート」について 

文部科学省において，平成 31 年３月に「キャリア・パスポート」の例示資料及び指導上の留意事

項等がとりまとめられた。 

「キャリア・パスポート」は，「わたしのキャリアノート～夢のスケッチブック」と趣旨を同じく

するものであり，各学校において，児童生徒の実態やキャリア教育の指導内容等を踏まえ，項目及び

内容を変更して利用することが効果的である。 

参考ＨＰ：ホットライン教育ひろしま 「キャリア教育の推進～キャリア

教育実践の手引き～」 



ことが大切である。また，進学や就職に関わって行われる相談活動を「進路相談」と

呼ぶが，進路相談は卒業を控えた学年だけで行うのではなく，キャリア・カウンセリ

ングの視点を踏まえ，入学時から計画的かつ継続的に実施される必要がある。とりわ

け，進路選択に関する面談を行う際は，生徒が自らの可能性を発見し，自己実現に向

けて更なる意欲を喚起できるよう，生徒のプライバシーに配慮した場所の確保などに

十分留意して実施する必要がある。また，個人資料などの個人情報の保管・管理には

十分留意するとともに，担任等が変わる際には，引き継ぎを確実に行うことが重要で

ある。 

（４）進学及び就職等に係る指導の在り方 

  ア 家庭・保護者，教育委員会との連携 

    日頃から家庭・保護者，教育委員会との連携を密に進路指導を進めることが大切

である。特に，推薦基準等の進路指導上の重要事項については，推薦基準等を明確

にし，運用のルールも含めて全教職員で共有するとともに，生徒及び家庭・保護者

が十分に理解できるよう，入学時から，学年集会や保護者説明会等を通じて，丁寧

に説明を行うことが求められる。 

  イ 情報管理の徹底 

進路決定において扱う記録は，速やかに作成，保管するとともに，校長を始めと

した管理職及び各主任等による記録の正誤等の確認を行うなど，情報管理を徹底す

る必要がある。また，担任が変わる際等，必要に応じて引き継ぎを確実に行うほか，

校内の各種会議や，進路指導上の重要な指導事項に係る記録についても同様に，情

報管理の徹底を図ることが必要である。 

  ウ 就職に係る公共職業安定所（ハローワーク）等との連携 

就職を希望する生徒に対しては，公共職業安定所（ハローワーク）等と連携を図

り，指導・援助を実施していくことが必要である。 

  エ 卒業時に進路が決定しない生徒への指導 

卒業時に進路が決定しない生徒については，卒業後に連絡がつきにくくなること

も考えられる。そのため，在学時から，卒業後も継続的に連携することの大切さや

その方法について，保護者も交えて確認しておくことが必要である。 

参考ＨＰ：ホットライン教育ひろしま 「中学校における進路指導の手引」 


